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7月7日、南魚沼市立石打小学校において南魚沼市総合防災訓練が開催されました。
地域の方々や関係機関が参加し、小学校校舎からの避難訓練や救出訓練、消火訓練など、地震・火災・
水害に備えた各種訓練が行われました。

当事務所は体験訓練コーナー「地震体験装置」の運営を行い、多くの方から体験いただきました。震度７
相当の揺れには子供たちだけでなく、大人からも驚きの声があがっていました。 【防災情報課】
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日本の土木に興味津々。～長岡技術科学大学 メキシコからの留学生６名～

7月9日、長岡技術科学大学のメキシコからの留学生６名が、長岡東西道路「フェニックス大橋」の工事現
場を見学されました。

コンクリートの打設や舗装の施工について説明を受け、留学生からも多くの質問が寄せられていました。

留学生が一番感じていたのは「現場の安全管理への厳しさ」で、バリケードやコーンが設置され、作業員の
服装もきちんとしている点に、メキシコとの違いを感じたようです。
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